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2011　　Summer

　きずなの里デイサービスと八幡荘デイサービスでは野外活動の一環として、５月に芦北プラザへ買
い物バスハイクに出掛けてきました。
　いろんな商品を見たり、購入されたり、ボランティアの皆さまとの会話を楽しんだりと、とても充
実した時間を過ごされました。買い物バスハイクにご協力下さいましたボランティアの皆さまありが
とうございました。

買い物バスハイクに行ってきました!!買い物バスハイクに行ってきました!!

○平成２３年度事業計画及び予算
○平成２２年度事業概要及び決算
○一般会費の御礼
○東日本大震災義援金の御礼
○広がる地域の輪
○平成２３年度介護支援専門員実務
研修受講試験についてのお知らせ

など

～夏号  主な内容～



広 報 き ず な　(2)

　

概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
基
本
方
針
】

・
住
民
主
体
に
よ
る
「
新
た
な
支
え
合
い
」
地

域
福
祉
の
推
進

【
重
点
目
標
】

・
法
人
運
営
の
適
正
化

・
職
員
の
資
質
向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

・
地
域
福
祉
活
動
推
進
体
制
の
強
化

・
転
倒
骨
折
予
防
事
業
の
再
構
築

【
事
業
計
画
】

○
法
人
運
営
事
業

・
理
事
会
、
評
議
員
会
等
に
よ
る
適
切
な
経
営

・
役
職
員
研
修
の
実
施

・
危
機
管
理
、
災
害
対
応
の
徹
底

・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
対
応
と
徹
底

○
資
金
貸
付
事
業

・
安
定
と
自
立
を
目
指
し
た
生
活
援
助

○
小
地
域
福
祉
推
進
事
業

・
会
員
加
入
の
促
進

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
見
直
し

・
地
域
福
祉
活
動
推
進
員
制
度
の
推
進
及
び
充
実

・
小
地
域
福
祉
活
動
の
展
開

・
先
進
的
な
地
域
福
祉
活
動
の
展
開

・
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
展
開

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援

・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の

開
催

・
職
員(

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー)

の
資
質
の
向
上

○
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

・
日
常
的
金
銭
管
理
等
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

・
担
当
職
員
及
び
生
活
援
助
員
の
資
質
の
向
上

○
地
域
福
祉
推
進
特
別
支
援
事
業
（
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
等
事
業
）

・
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
の
開
催

・
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
先
進
地
視
察
研
修
の
開
催

○
共
同
募
金
地
域
配
分
金
事
業

・
老
人
福
祉
活
動

・
障
が
い
者
・
児
福
祉
活
動

・
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動

・
母
子
・
父
子
福
祉
活
動

・
福
祉
育
成
・
援
助
活
動

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
事
業
）

○
水
俣
・
芦
北
地
域
見
守
り
活
動
推
進
事
業

・
要
援
護
者
の
意
識
調
査

・
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

・
地
域
福
祉
活
動
推
進
員
の
育
成
及
び
連
携

・
民
生
委
員
児
童
委
員
及
び
行
政
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化

○
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業

・
訪
問
入
浴
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

事
業

・
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

○
地
域
支
援
事
業

・
障
が
い
者
移
動
支
援
事
業

・
障
が
い
者
日
中
一
時
支
援
事
業

○
一
般
高
齢
者
福
祉
事
業

・
軽
度
生
活
援
助
事
業

・
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

○
特
定
高
齢
者
地
域
支
援
事
業

・
閉
じ
こ
も
り
予
防
通
所
支
援
事
業

○
芦
北
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
事
業

・
町
内
高
齢
者
へ
の
介
護
支
援
機
能
、
居
宅
機

能
及
び
交
流
機
能
の
提
供

○
田
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

・
町
民
の
福
祉
の
増
進
及
び
生
活
の
維
持
向
上

○
学
童
保
育
事
業

・
子
育
て
支
援
、
児
童
の
健
全
育
成

○
転
倒
骨
折
予
防
教
室

・
要
介
護
者
予
備
軍
（
認
知
症
・
閉
じ
こ
も

り
）
の
早
期
発
見

・
各
種
機
関
と
連
携
し
た
講
座
の
実
施

・
利
用
者
の
リ
ス
ク
管
理
簿
の
作
成

・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
連
携
及
び
自
主

開
催
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
緊
急
時
職
員
対
応
能
力
の
強
化

○
介
護
予
防
等
在
宅
支
援
の
た
め
の
地
域
社
会

構
築
推
進
事
業

・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
実
施

・
自
主
開
催
へ
の
転
換

・
拠
点
事
業
の
再
構
築

○
在
宅
介
護
支
援
事
業

・
要
援
護
高
齢
者
等
の
実
態
調
査
及
び
虚
弱
高

齢
者
の
定
期
訪
問

・
福
祉
用
具
の
管
理
と
貸
し
出
し

・
緊
急
通
報
・
生
き
が
い
通
所
・
軽
度
生
活
・

介
護
保
険
等
の
申
請
代
行

・
地
域
支
援
事
業
対
象
者
の
実
態
調
査

・
介
護
に
関
す
る
相
談
業
務

・
食
の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

・
新
予
防
給
付
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト(

要
支
援)

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト(

特
定
高
齢
者)

・
総
合
相
談

・
権
利
擁
護

・
包
括
的
・
継
続
的

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

○
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
ふ
れ
あ
い
再
生
事
業

・
生
き
甲
斐
づ
く
り
事
業

・
施
設
開
放
事
業

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

・
豊
か
で
積
極
的
な
高
齢
期
の
生
活
と
社
会
参

加
に
よ
る
生
き
が
い
の
充
実

平
成
23
年
度
事
業
計
画

　

平
成
23
年
３
月
25
日
、
き
ず
な
の
里
に
お
い
て
、
理
事

会
、
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
及
び
予
算
の
審
議

が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
　
事
業
計
画
・
予
算



(3)　広 報 き ず な

平
成
22
年
度
事
業
の
概
要
及
び
決
算

　

平
成
23
年
５
月
26
日
に
き
ず
な
の
里
に
お
い
て
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
翌
27
日
に
は
評
議
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
22
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
概

要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
事
業
実
施
の
状
況
】

①
会
務
の
運
営

・
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催

②
広
報
啓
発
活
動
の
推
進
強
化

・
広
報
「
き
ず
な
」
の
発
行

・
共
同
募
金
の
広
報

③
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
強
化

・
小
地
域
福
祉
推
進
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

・
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

・
地
域
福
祉
推
進
特
別
支
援
事
業

・
共
同
募
金
地
域
配
分
金
事
業

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
活
動
支
援

④
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業

・
訪
問
入
浴
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑤
居
宅
介
護
支
援
事
業

⑥
田
浦
支
所
事
業

・
芦
北
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
学
童
保
育
事
業

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

⑦
在
宅
介
護
支
援
事
業

⑧
転
倒
骨
折
予
防
事
業
（
た
っ
し
ゃ
か
会
）

⑨
介
護
予
防
等
在
宅
支
援
の
た
め
の
地
域
社
会

　

構
築
推
進
事
業
（
あ
そ
び
Ｒ
ｅ
（
り
）
パ
ー
ク
）

⑩
熊
本
県
認
知
症
予
防
モ
デ
ル
事
業

⑪
芦
北
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
運
用
事
業

⑫
福
祉
金
庫
貸
付
事
業

⑬
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑭
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

・
新
予
防
給
付
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

・
総
合
相
談
業
務

・
権
利
擁
護
業
務

・
包
括
的
、
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

・
介
護
予
防
事
業

⑮
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
ふ
れ
あ
い
再
生
事
業

・
生
き
甲
斐
づ
く
り
事
業

・
施
設
開
放
事
業

⑯
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

会　

長　

畑
中　

秀
夫

副
会
長　

宮
島　
　

孝

　
　
　
　

坂
口　

健
一

理　

事　

宮
﨑　

達
夫

　
　
　
　

竹
浦　

裕
道

　
　
　
　

米
倉　

悦
子

　
　
　
　

垣
添　

武
明

　
　
　
　

片
山　

又
雄

　
　
　
　

川
口　
　

登

　
　
　
　

藤
崎　

正
司

監　

事　

白
石　
　

清

　
　
　
　

嶋
本
冨
士
雄

評
議
員　

峯　
　

良
子

　
　
　
　

小
野
田
桂
子

　
　
　
　

日
野　

輝
生

　
　
　
　

髙
野　

信
子

　
　
　
　

瀬
口　

秀
子

　
　
　
　

大
塚　

隆
一

　
　
　
　

池
田　

正
邦

　
　
　
　

福
山　

功
敏

　
　
　
　

宮
川　

宣
昭

　
　
　
　

楮
木　
　

守

　
　
　
　

澤
田　

一
徳

　
　
　
　

岡
部
恵
美
子

　
　
　
　

永
田　
　

功

　
　
　
　

永
山　

惠
一

　
　
　
　

篠
原　

千
鶴

　
　
　
　

山
本　

榮
子

　
　
　
　

永
野
ゆ
き
子

　
　
　
　

山
本
ふ
じ
子

　
　
　
　

山
下　

生
吾

　
　
　
　

江
島　

茂
松

　
　
　
　

橋
本　

敏
雄

　
　
　
　

岩
間　

勇
治

平成23年度　役員



広 報 き ず な　(4)

モ
デ
ル
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜
活
動
報
告
〜

　

３
月
19
日(

土)

に
地
域
福
祉
活
動
推
進
員
全
体
会
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
22
年
度
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
小
田
浦
４
、
八

幡
、
泥
泪
、
大
川
内
南
の
代
表
者
よ
り
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
４
地
区
と
も
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
の
中
で
住
民
同
士
の

き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
活
動
や
世
代
間
交
流
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
子
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
今
後
の
地
域
福
祉
活
動
の
展
開

と
し
て
、
地
域
の
拠
点
か
ら
交

流
の
輪
を
広
げ
る
活
動
と
し
て

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
今

後
の
活
動
の
参
考
に
し
た
い
」

「
少
し
で
も
モ
デ
ル
地
区
に
近

づ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

屋
敷
野
地
区
で
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
体
験
！

　

３
月
27
日
（
日
）
に
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
子
ど

も
ふ
れ
あ
い
教
室
を
屋
敷
野
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
た
っ
し
ゃ
か
会
の
参
加
者
の
指
導
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
は
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
、
お
に
ぎ
り
を
に

ぎ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
作
っ
た
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く

は
豚
汁
に
入
れ
、
お
昼
に
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

午
後
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
な
顔
つ
き
で
勝
負
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
た
っ

し
ゃ
か
会
の
皆
さ
ん
は
一
生
懸
命
ゲ
ー
ム
を
す
る
子
ど

も
た
ち
を
応
援
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
一
日
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

　

帰
り
際
に
は
、
「
ま
た
、
遊
び
に
来
た
い
で
す
。
」

「
豚
汁
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
推
進
員
全
体
会

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室

ご協力いただいた屋敷野たっしゃか会の皆さんありがとうございました。



(5)　広 報 き ず な

介
護
者
の
集
い

　今年度も社会福祉協議会では区長さん及び世話人さんを通じ、地域福祉活動の趣旨に賛同していただ
いた世帯から1,000円の会費を納入していただきました。
　いただいた会費は、50％を地域に還元するとともに、残りの50％は様々な地域福祉活動に役立たせて
いただいております。
　皆さまのご理解とご協力、心よりお礼申し上げます。
　平成２３年６月２１日現在の一般会費の納入金額は次のとおりです。

一般会費の御礼

加 入 金 額 ５，８０７，０００円　
加入世帯数 ５，８０７世帯

　

共
同
募
金
会
芦
北

町
分
会
に
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

(

２
８
万
５
２
３
５
円)

は
中
央
共
同
募
金
会

を
通
じ
被
災
地
に
配

分
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　

６
月
１
日
（
水
）
に
大
野
出
張
所
に

て
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
と
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目

的
に
大
野
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
て
昼
食
と

入
浴
を
兼
ね
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で

は
、
「
認
知
症
に
つ
い
て
深
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
て
自
分
を
振
り
返
り
、

反
省
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
講
座
を

終
了
し
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
介
護
に

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
。」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
話
も
弾
ん
で
皆
さ
ん
笑

顔
が
絶
え
ず
、
温
泉
で
気
分
も
体
も
ほ

ぐ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

作
業
内
容
は
施
設
管
理
・
駐
車
場

管
理
・
草
刈
り
・
農
作
業
・
清
掃
・

剪
定
・
大
工
作
業
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

左
記
の
一
覧
表
は
ほ
ん
の
一
部
で

す
。
詳
し
く
は
き
ず
な
の
里
内
事
務

局
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
御
礼

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

作
業
依
頼
受
付
中
！

作業内容・支払金額一覧表

作業内容 支払金額(1時間当)

草取り作業 ６２０円

屋内外清掃 ７００円

草払い作業 ７５０円

剪 定 作 業 ８００円

大 工 作 業 １,０００円

　災害図上訓練ＤＩＧとは、地域の皆さんで地図を囲み、災害時に起こりうる課題や問題点の掘り起こしと日頃からの関係
づくりがいかに大切なのかを一緒に考える講座です。
　「一人も見逃さない！災害時に活きる地域の力」をテーマに掲げ各地区で開催しており、参加者からは「講座を通して危
険箇所を再確認することができた。」「日頃からの顔の見える関係づくりが重要だということを改めて感じた。」との感想
がよせられました。地図を通して地域の課題について、活発に話し合うことで情報の共有化ができ、災害時に活きる関係づ
くりにつながったのではないかと思います。
　この講座へのお問い合せについては、芦北町社会福祉協議会　地域福祉課まで　TEL：８６－０２９４

「地域福祉推進講座」災害図上訓練ＤＩＧ

大川内東地区花東地区

【３月～５月実施地区】
・横居木　・花西
・石間伏　・大川内東
・古田　　・宮浦
・花東　　・桑原
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(7)　広 報 き ず な

１．試験期日　　平成２３年１０月２３日（日）午前１０時開始
２．受験資格　　原則として、保健、医療、福祉の分野で通算５年(一部１０年)以上の実務経験を有する方
３．配布期間　　平成２３年６月１３日（月）～平成２３年７月２０日（水）
４．配布場所　　熊本県社会福祉協議会（福祉人材・研修センター）

各市町村社会福祉協議会（支所含む）
熊本県認知症対策・地域ケア推進課」、熊本市高齢介護福祉課
※試験案内の郵送による配布は行いません。

５．受験申込の受付期間　　平成２３年７月１日（金）～平成２３年７月２０日（水）
６．受験申込の方法　　　　上記受付期間中に簡易書留で熊本県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター宛に

郵送してください。（７月２０日の消印有効）

平成２３年度介護支援専門員実務研修受講試験について

【お問い合わせ先】熊本県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター
〒860－0842　熊本市南千反畑町３－７　熊本県総合福祉センター４階
Tel　０９６－３２２－８０７７　　Fax　０９６－３２４－５４６４
※土曜日、日曜日及び祝祭日を除く午前９時から午後５時まで　

きずなの里掲示板

香
典
返
し
及
び
一
般
寄
付

香
典
返
し
及
び
一
般
寄
付

【
香
典
返
し
】

３
月
分

・
山
口　

義
秀　

花
岡
東　
　

（
故
山
口
カ
ヲ
リ
）　

・
竹
﨑
美
奈
子　

乙
千
屋　
　

（
故
竹
﨑　

直
正
）

・
山
下　

生
吾　

白
岩　
　
　

（
故
溝
部
サ
ツ
キ
）　

・
一
田　

光
利　

市
野
瀬　
　

（
故
一
田　
　

廣
）

・
大
島　

峰
子　

湯
浦
東　
　

（
故
大
島　
　

徹
）　

・
松
岡
チ
ト
シ　

箙
瀬　
　
　

（
故
松
岡　
　

曻
）

・
大
矢　

義
光　

福
浦　
　
　

（
故
大
矢
ス
ミ
エ
）　

・
溝
部
ユ
キ
子　

芦
北　
　
　

（
故
寺
本　

秀
行
）

・
柿
﨑　

重
美　

大
尼
田　
　

（
故
柿
﨑　

利
子
）　

・
地
方
フ
ジ
ノ　

米
田　
　
　

（
故
地
方　

鉄
次
）

・
中
島　

政
海　

大
尼
田　
　

（
故
中
島　

マ
ツ
）　

・
太
田　

安
則　

海
浦
１　
　

（
故
太
田　

キ
ミ
）

・
野
田　

笑
子　

小
田
浦
５　

（
故
野
田　

ソ
ヤ
）　

・
久
保
ト
キ
子　

横
居
木　
　

（
故
久
保　

光
德
）

・
嶋
本　

純
一　

田
浦
４　
　

（
故
嶋
本
ユ
リ
子
）　

・
蓮
田　

次
子　

田
浦
町
２　

（
故
蓮
田
志
米
造
）

・
荒
木　

省
己　

田
浦
町
３　

（
故
荒
木
ヒ
ロ
子
）　

・
川
元　
　

渡　

波
多
島　
　

（
故
川
元
ト
シ
エ
）

・
清
田　

ス
ズ　

田
浦
３　
　

（
故
清
田　

政
一
）　

・
本
村　

忠
信　

田
浦
２　
　

（
故
本
村
ハ
ツ
子
）

・
中
村　

久
廣　

計
石
東　
　

（
故
中
村
ハ
ル
エ
）

４
月
分

・
須
本　

一
彦　

計
石
西　
　

（
故
須
本
マ
ツ
エ
）　

・
赤
坂　

順
次　

松
生　
　
　

（
故
赤
坂
ユ
キ
モ
）

・
才
田　
　

明　

市
野
瀬　
　

（
故
才
田
愛
由
美
）　

・
山
﨑
ク
ミ
子　

白
岩　
　
　

（
故
山
﨑　

正
成
）

・
四
宮
ミ
サ
子　

豊
岡　
　
　

（
故
四
宮　

光
晴
）　

・
籔
内　
　

修　

花
岡
西　
　

（
故
籔
内　

ツ
マ
）

・
宮
島　

ソ
エ　

湯
浦
北　
　

（
故
宮
島　

光
穂
）　

・
矢
野　

解
光　

伏
木
氏　
　

（
故
矢
野
タ
ミ
子
）

・
才
木
久
美
子　

諏
訪　
　
　

（
故
才
木　

久
志
）　

・
宮
島　

桂
三　

宮
崎　
　
　

（
故
宮
島　

安
惠
）

・
多
武
ヨ
シ
エ　

海
路
高
田
辺
（
故
多
武　

定
雄
）　

・
宮
本　

達
也　

田
浦
２　
　

（
故
宮
本
テ
ル
子
）

・
潮
崎　

エ
ル　

井
牟
田
１　

（
故
潮
崎
登
喜
夫
）　

・
嶋
本　

正
明　

田
浦
４　
　

（
故
嶋
本　

純
一
）

・
山
田　

和
男　

小
田
浦
７　

（
故
山
田　

セ
キ
）

５
月
分

・
藤
本　

義
人　

海
浦
２　
　

（
故
藤
本　

和
子
）　

・
渕
上　

政
博　

箙
瀬　
　
　

（
故
渕
上
シ
ヅ
カ
）

・
上
塚
由
知
子　

大
尼
田　
　

（
故
上
塚
フ
ミ
エ
）　

・
齊
藤　
　

明　

花
岡
北　
　

（
故
齊
藤　

久
子
）

・
早
尾　
　

進　

内
木
場　
　

（
故
早
尾
ミ
ツ
子
）　

・
早
川　

清
也　

花
岡
東　
　

（
故
早
川　

年
子
）

・
楠
原　

子　

向
町　
　
　

（
故
楠
原　

義
行
）　

・
永
里　

英
俊　

湯
浦
南　
　

（
故
永
里　

春
子
）

・
松
本　

政
治　

計
石
東　
　

（
故
松
本
シ
メ
エ
）　

・
古
里　

三
夫　

鶴
木
山　
　

（
故
古
里　

隆
定
）

・
宮
本　

光
則　

大
岩
１　
　

（
故
宮
本　

エ
ミ
）　

・
松
下　
　

鼎　

井
牟
田
２　

（
故
松
下
ス
エ
モ
）

【
一
般
寄
付
】

・
匿
名
１
件　
　

・
宮
田
由
太
郎　
　

豊
岡

・
手
話
サ
ー
ク
ル
つ
ば
さ
（
代
表　

田
爪
奈
緒
美
）　
　

・
芦
北
芳
柳
会
（
代
表　

三
道
ト
シ
エ
）

本
協
議
会
に
ご
芳
志
賜
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
３
月
１
日
〜
５
月
末
受
付
分
）
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　芦北町社会福祉協議会ホームページがリニューアルしました。各事業の詳細、施設利
用の予約状況の確認、広報きずなや芦北町もやい直しセンター使用許可・減免申請書が
ダウンロードできます。是非、ご覧下さい。

《アドレス　http://www.ashikitaｰshakyo.com》

　たっしゃか会が芦北町で始まり、11年が経ちました。当
初に比べて、芦北町の高齢化と同じくたっしゃか会参加者の
高齢化も進んできました。それに伴い、体力の低下や転倒骨
折者が増加傾向にあるという現状を打破するべく、たっしゃ
か会スタッフは数地区を選抜し、平成21年度から参加者に
むけて自宅で手軽にできる体操の普及を始めました。
　自宅での体操を開始して２年が経ち、実施地区に変化が見
え始めました。年に２回実施している効果測定の片脚立ちで
は右記のグラフのように記録の向上が見られ、自宅での体操を継続して実施している方ほど転倒骨折が少なく
なってきています。
　この成果をうけて、本年度からたっしゃか会全地区に対して自宅での体操の普及を始めます。今回は『お足
玉』を参加者みんなで作り、認知症予防と『お足玉』を使っての体操に取り組んでいただき、転倒予防につな
げます。

あそびReパークの閉鎖について
　平成23年３月31日をもって芦北町社会福祉協議会【あそびReパーク】は閉鎖となりました。平成18年
から長年にわたり多くの方にご利用いただきありがとうございました。今後は八幡荘に拠点を移し、たっ
しゃか会として運営していきます。
　各地域公民館や八幡荘・内野福祉センター（旧第２保育所）で介護予防を展開してまいりますので今後
ともよろしくお願い致します。

新ホームページ開設のお知らせ新ホームページ開設のお知らせ

予防推進課　新着情報予防推進課　新着情報

『お足玉』作成中『お足玉』作成中 『お足玉』完成!!『お足玉』完成!!

　本年度より芦北町介護予防サポーター事業を開始しました。この事業の実施にあ
たり、前年度に「高齢者を地域みんなで支えるシステム」として養成講座を実施
し、４回の養成講座を経て、現在34名の登録者が希望に合わせて町内の介護予防
事業に取り組まれています。
　サポーターの方の活躍の場は地域の公民館や集会所で、たっしゃか会の参加者の
皆さんへ体操やレクリエーションの指導を行います。

　初めの頃はプレッシャーで大変でしたが、最近はよい緊張感
の中、活動することが楽しみになりました。まだ２ヶ月です
が、たっしゃか会参加者のために頑張ろうと思います。

（芦北町介護予防サポーターNo.31稲崎明美さん）

サポーターさんにインタビュー

予防推進課へのお問い合わせは(八幡荘内)　☎８７－０２０４・８７－０２９４


